14　物語　落窪物語　継母の意地悪　着眼点　文法　識別⑥　「らむ」の識別
　継母からひどい扱いを受けていた落窪の君（女君）は、少将（君）から求愛され恋仲となったが、継母の告げ口によって父に部屋に閉じ込められてしまう。
「君や夜さりおはせむとすらむ。ⓐいかに思ほさむずらむ」と、事しも亡くなりたⓑらむ人を言はむやうに、ゆゆしうかなしうて、起き臥し泣きたれば、仕ふ人もやすからず見る。女君は、ほど経るままに、物の臭き部屋に臥して、「①死なば、少将にまたも言はずなりなむこと。長くのみ言ひ契りしものを」と、いとかなしく、昨夜物ひかへたりしのみ思ひ出でられて、いとあはれなれば、「いかなる罪をつくりて、かかる目をみるⓒらむ。継母の憎むは例のことに人も語る類ありて聞く。おとどの御心さへかかるを」と、②いといみじう思ふ。
かの少将聞きて、いと㋐まばゆく、「いかに女君思すⓓらむ。とてもかくても、我ゆゑにかかることを見たまふこと」と、限りなく嘆く。「人間に寄りて、③かくなむとも聞こえよ」とて、「いつしかと参り来たる折、あさましとは世の常に、夢のやうなることどもをうけたまはるに、物もおぼえでなむ。④『いかなる心地したまふらむ』と、㋑思ひやりきこゆるも、思すらむにもまさりてなむ。『対面はいかでかあⓔらむとする』と、いとわびしくなむ」と、のたまへり。
語注

君＝少将。

仕ふ人＝女君に仕えている女童。

物の臭き部屋＝女君は酢・酒・魚などが置かれている部屋に閉じ込められている。

物ひかへたりし＝少将が縫い物を引っ張ってくれた姿。

いかなる罪＝前世にどのような罪を犯して。

人間に寄りて＝人が見ていない間に近寄って。

問一　次の「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入よ。

父に〔　　　　〕に閉じ込められてしまった〔　　　　〕は、〔　　　　〕の仕打ちを嘆く。一方この状況を知った〔　　　　〕は、女君の身の上を案じながら、女君との再びの〔　　　　〕を願う。
問二　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐〔　　　　　　　　　　〕㋑〔　　　　　　　　　　〕
問三　二重線部ⓐについて、単語の切れ目に線を入れよ。　〈2点〉

〔　い　か　に　思　ほ　さ　む　ず　ら　む〕
問四　二重線部ⓑ～ⓔの文法的説明を選べ。　〈1点×4〉
ア　現在推量の助動詞

イ　現在の原因推量の助動詞

ウ　動詞の未然形活用語尾＋助動詞

エ　助動詞の未然形活用語尾＋助動詞

ⓐ〔　　〕ⓑ〔　　〕ⓒ〔　　〕ⓓ〔　　〕ⓔ〔　　〕
問五　傍線部①・④を現代語訳せよ。　〈6点×2〉

①〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
④〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
問六　傍線部②とあるが、この時の女君はどのような様子であったのか。四十字以内で答えよ。　〈15点〉

問七　傍線部③とあるが、「かく」の内容として最も適当なものを選べ。　〈9点〉

ア　自分のせいで女君がつらい境遇にあるのを知り、自分の思慮の浅い行動を反省し、女君に対して許しを求めていること。

イ　女君の境遇を聞いて、女君の苦しみにもまして深い悲しみを感じ、さらに会えないつらさも痛感していること。

ウ　以前女君と逢瀬を重ねていた時の幸福を振り返ると、引き離された今は苦しみがいっそう募り、対面を懇願していること。

エ　周囲の人からひどい仕打ちをうけている自分の今の境遇のつらさを少将に訴えたいと思っていること。

オ　少将の思いやりに感謝する一方で、自分の苦しみのほうがより深いので、一刻も早く会いに来てほしいと願っていること。
【解答】
問一　父に〔部屋〕に閉じ込められてしまった〔女君〕は、〔継母〕の仕打ちを嘆く。一方この状況を知った〔少将〕は、女君の身の上を案じながら、女君との再びの〔対面〕を願う。
問二　㋐＝きまりが悪い　㋑＝想像する・思いをめぐらす　〈4点×2〉
問三　いかに／思ほさ／むず／らむ　〈2点〉

問四　ⓑ＝エ　ⓒ＝イ　ⓓ＝ア　ⓔ＝ウ　〈1点×4〉
問五　①＝もしも死ぬならば、少将にきっと二度と話をしなくなるだろうこと（よ）。　〈6点×2〉

④＝どのような気持ちをなさっているだろうか。

問六　継母ばかりでなく実の父までも自分につらくあたることをひどく嘆き悲しんでいる様子。（40字）　〈15点〉

問七　イ　〈9点〉

【補充問題】

問１　「おとどの御心さへかかるを」（５行目）の「かかる」の内容を答えよ。

問２　①「言はずなりなむこと」（３行目）、②「物もおぼえでなむ」（８行目）、③「思すらむにもまさりてなむ」（９行目）の「なむ」の中で、種類・用法が異なるものを一つ選び、文法的に説明せよ。

【補充問題解答】

問１　自分（女君）を憎み、つらくあたること。
問２　①・強意の助動詞「ぬ」の未然形＋推量の助動詞「む」の連体形
